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日本の気候はどこまで詳しく予測できるか
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私たちのプロジェクトは？

• 前の発表で紹介されました気候予測を、生活
に結びつけていく技術の開発をしています。

• キーワードは、

– ダウンスケーリング

– マルチモデルアンサンブル

– 多段ロケットで目的地へ



ダウンスケーリングって？

橋渡しをする研究

繊細な日本の気候

２月の積雪深

(@NIED)

(Iizuka, 2008)



描くには細い筆が必要
（年降水量の表現）

(Takayabu et al. 2006)
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日本列島の降水パターンをだすには、モデルの
詳細度は20kmが必要である

マルチモデルアンサンブルとは？

• IPCC 第４次報告書で

も採用されている

• 確率予報

モデル・観測の気温・降水量の季節変化



参加モデルの精度は？

月
降
水
量
の
誤
差

月平均地上気温の誤差

都府県と
支庁別

踊り場から２階へ

◎ 目的地への到達には多段ロケットが必要



モデルによる
多段ダウンスケーリング

全球気候モデル

地域気候モデル

15km

3km
見たいものに合わせて

モデルをどんどん細かくし
て埋め込んでいく。

◎ 都市域の気候の表現に取っては有効

残るバイアスは補正

◎ 米収量モデルを使うためには、日射量データに十分な精度
が無いとならない

◎ 水災害を評価するには、強い雨が正確に評価されていない
とならない



都市域の高温化

• ヒートアイランド？温暖化？

東京の年平均気温の推移

資料：気象庁

３Ｃ

1.1C
日本の年平均気温の推移

温暖化

都市化



都市から出る排熱量

Kimura,F and S.Adachi

1997 緑地減少率の単純外挿による
推定、2070
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2070年代へ向けての都市化率の変化

熊谷

都市化と温暖化による気温の変化

都市化 0.5～１C高温に 温暖化 ３Ｃ高温に

◎ 2070年代、このシナリオで予測される最高気温は ＋３Ｃ

に！（上記例は、東京都市近郊の代表例として出したもの）

熊谷の例
筑波大（Kimura and Adachi)
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温暖化

都市化



気候予測を生活に結びつけてゆくには

• ダウンスケーリングによってローカルな気候
予測をする

• マルチモデルアンサンブルによって精度を上
げる

• 多段ロケットで目的にたどり着く


